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1. はじめに

釧路湿原等低層湿原においては，湿原の正確

な水循環の把握が重要である．釧路湿原では寒

侯期の降雪・結氷といった特異な水文環境下で

生態系が構成されており，湿原内の水温や水質

等の安定に寄与する地下水（特に湧水）の影響

が大きいといえる．釧路湿原では，湿原内に張

り出す台地と湿原との境界部分（地形変換点）

における湧水についてこれまで多くの報告があ

る．本研究では，それらの湧水だけではなく，

湿原内を流れるチルワツナイ川を対象に調査を

行ない，チルワツナイ川の河床湧水の存在を確

認し，それら河床湧水が有する水質の特性を明

らかにした．

2. 方法

本研究では，キラコタン岬・宮島岬間の湿原

内を流れるチルワツナイ川を対象地に選定した

（ ．チルワツナイ川は つの支流河川にFig.1 4）

分けられ，西から ， ， ， 河川とする．支A B C D
流河川の判別には鶴居村作成の 分の 地形5000 1
図を用いた．各調査地点では，ラドン（ ）222Rn
濃度，水温，電気伝導度（ ）を測定し，水質EC
分析用に採水を行なった．各支流河川において

流量測定を行なった．また，湧水地点では，湧

2003 10水の湧出形態の観察を行った 調査は 年．

2004 6 77月と 年 月に行い，合計調査地点数は

点である．

3. 結果

（ ）湧水観察1
調査地域の湧水は，河床湧水と地山湧水に区

分でき，さらに河床湧水はその湧出形態から陥

没穴型湧水と噴砂丘型湧水とに区分できる．地

山湧水と噴砂丘型湧水は，これまで文献等で報

告されている湧水であるが，陥没穴型湧水につ

いては著著らが知る限り報告されていない新し

い型の湧水である． に陥没穴型湧水の例をFig.2
示す．陥没穴型湧水は，図に示すように河床に

陥没状の穴が開口している湧水である．穴の直

径 ～ ，深さは ～ で，円錐状の0.3m 3m 0.3m 4m
形態をしている．河川の端，あるいは河川から

数 ～ 離れた円形の湧水地の中心に分布m 20m
する．一方，噴砂丘型湧水は陥没穴型とは異な

り，河床からの地下水湧出によりその周辺に堆

積物が薄く円錐状に堆積している．

は各湧水型の分布を示している．陥没穴Fig.3
型湧水は 河川に集中しており， ， ， 河川B A C D
ではほとんど見られない，一方，噴砂丘型湧水

調査地域（チルワツナイ川）Fig.1:
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は ， 河川に集中しており， ， 河川ではC D A B
ほとんど見られないという特徴を持っている．

（ ）ラドン濃度2
ラドン濃度の分布を に示す． 河川はFig.4 A

ほとんどの地点が 未満であり，地下水の0.5Bq/l
湧出はなく，河川水はほぼ地表水により構成さ

れている． ， ， 河川では高いラドン濃度がB C D
検出された．特に陥没穴型湧水が集中する 河B
川はラドン濃度が他の支流河川よりも高い傾向

にある．一方，噴砂丘型湧水が集中する 河川C
は， 河川と比較するとラドン濃度は低いが，B

以上を示す地点が多数見られた．1.0Bq/l
（ ）水質による分類3
水質分析結果から，陰イオンパイパーダイア

- -グラムを に示す． 成分が多くFig.5 HCO3 SO4
2

成分が少ない ， 成分が少なく 成Group1 lC SO- -
4
2

分が多い ，さらにその中間に位置するGroup3
に分類できる． には河川水，Group2 Group1
には噴砂丘型湧水， には陥没穴Group2 Group3

型湧水，地山湧水が含まれる．

は ， ， 濃度による水質のFig.6 Rn SO HCO222 2
4 3
- -

分類を示している．ほとんどが地表水で占めら

れる 河川の水は ，噴砂丘型湧水はA Group1
Group2 Group3，陥没穴型湧水は地山湧水と同じ

に分類され， つの型の湧水及び地表水はそれ2
ぞれ異なる水質を示すことが明らかとなった．

これらの結果より，陥没穴型湧水と噴砂丘型湧

台地涵養水の水質の差異は明確であり，これは

域からの流動経路の違いに起因すると推測さ

れる．

4. おわりに

釧路湿原チルワツナイ川において調査，解析

を行うことにより， 種類の河床湧水の分布と2
それらの湧水が異なる水質を有していることが

明らかとなり，これは流動経路の違いによるも

のと推定された．今後は，調査点数増加による

水質の精度の向上，年間を通しての地下水（湧

水）のチルワツナイ川への寄与の定量化を行う

予定である．


